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一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）について

 事業方針

当協会は、公益的・中立的な法人として安心・安全かつ広範な分野での電子情報の流通、利用のための
社会基盤整備を通じ、我が国の情報社会の発展に貢献することを目的として積極的な事業展開を行ってい
ます。

 概要

➢ 名称：一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）

➢ 所在地：〒106-0032 東京都港区六本木一丁目9番9号

➢ 設立：昭和42年12月20日

➢ 基金：39億9,900万円

➢ 事業規模：24億2,450万円（平成30年度予算）

➢ 職員数：101名（平成30年6月現在）
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 六本木一丁目駅（東京メトロ南北線）より徒歩4分
 神谷町駅（東京メトロ日比谷線）より徒歩10分

オフィス：六本木ファーストビル内



JIPDECの活動

 JIPDECは、公益的な視点から、データ利活用による社会経済活性化に
必要な課題の解決に取り組む一般財団法人です。

 特に個人情報の取扱いを中心に、業種横断的な課題を検討し、社会全
体への最適化を図るため、産学官連携で事業に取り組んでいます。

プライバシーマーク
推進センター

事業者が個人情報
の取扱いを適切に
行う体制等を整備
していることを認
定しその証を発行
（事業者対象）

認定個人情報保護
団体事務局

個人情報の取り扱
いに関する苦情や
事故の対応、匿名
加工情報に関する
助言や情報提供
（事業者対象）

電子署名・認証
センター
（ESAC）

特定認証業務の認
定に係わる指定調
査機関業務、及び
電子署名・認証に
係わる利用促進事
業
（事業者対象）

インターネット
トラストセンター

情報空間上の実在
性確認と属性を証
明する仕組みの提
供
（事業者・組織対
象）

社会（経済活動など）

個人情報を中心
とする情報のマ
ネジメント

インターネット
前提経済におけ
る信頼性の確保

電子情報利活用
研究部

情報利活用に向け
た調査研究および
産学官連携による
課題の検討、政府
への提言
（産官学対象）

新たな
電子情
報利活
用の仕
組み作
り

セキュリティ
マネジメント

推進室

セキュリティマネ
ジメントシステム
の普及啓発、情報
提供、国際標準化
の推進
（事業者・組織対
象）
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http://www.meti.go.jp/policy/tech_evaluation/c00/C0000000H24/121225_nichibei/nichibei-sanko3.pdf
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http://www.meti.go.jp/policy/tech_evaluation/c00/C0000000H24/121225_nichibei/nichibei-sanko3.pdf

WTO（世界貿易機関：World Trade Organization）



ISOの概要
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 沿革

➢ １９４７年に１８ヶ国により発足。

 目的

➢ 国家間の製品やサービスの交換を助けるために、標準化活動の
発展を促進すること

➢ 知的、科学的、技術的、そして経済的活動における国家間協
力を発展させること

 会員その他（２０１７年１２月末現在）

➢ 会員数 １６２ヶ国
（会員団体１２０、通信会員３９、購読会員３）

➢ 規格数 ２１, ９９１規格
（２０１７年は１, ５７８規格を発行。）

➢ 委員会数 専門委員会（TC）：２４３
分科委員会（SC）：５０５
作業グループ（WG）：２,６８２
アドホックグループ：６３

http://www.jisc.go.jp/international/iso-guide.html
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http://www.meti.go.jp/policy/tech_evaluation/c00/C0000000H24/121225_nichibei/nichibei-sanko3.pdf
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http://www.meti.go.jp/policy/tech_evaluation/c00/C0000000H24/121225_nichibei/nichibei-sanko3.pdf

http://www.meti.go.jp/policy/tech_evaluation/c00/C0000000H24/121225_nichibei/nichibei-sanko3.pdf
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略称 フルスペル

NWIP

00-10

New Work Item Proposal

WD

20

Working Draft

CD

30

Committee Draft

DIS

40

Draft International Standard

FDIS

50

Final DIS

IS

60

International Standard



ISOと国内審議団体/国内審議委員会(NMC)とは

 ISO（国際標準化機構）には、複数の技術委員会（TC）が設置され
ており、それぞれの分野において国際標準規格の検討と発行を行っている。

• 例：国内でも浸透しているISO 90001 品質マネジメントシステムは、ISO/TC176において規格制定された国際規格である。

 ISOでの国際標準化活動に参加するためには、国としてPメンバー
（Participating Members）となる必要がある。

• 全てのTCについて、日本がPメンバーになっているわけではない。

• Pメンバー登録したTCについては、原則として日本工業標準化調査会（JISC）が承認した「国
内審議団体」が存在している。

 国内審議団体・国内審議委員会の役割
• 国内審議団体は、当該分野のステークホルダーから構成される国内審議委員会（National

Mirror Committee：NMC）を運営する（事務局）。

• NMCには、当該分野の国内ステークホルダーとして、産官学の代表者が委員として参加し、当該
分野における国際標準規格の策定に関与する。

• NMCの活動内容として、主に以下がある。

– ISO/TCに対する提案（具体的な国際規格案を国内で作成し、それをISO/TCに提案する）

– ISO/TCから発議される「投票」について、賛成｜反対｜棄権 の判断を行う。

– ISO/TCが発行する国際規格案ドラフト等の各種文書に対し、内容についてのコメント（具体的な修正依
頼）を行う。
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ISOと国内審議団体/国内審議委員会(NMC)とは

10

国際的な標準化機構の事務方トップ 国内の標準化機構の事務方トップ
（各TCに対する総合窓口も兼ねる）

TC ###
TC ###

TC ###
TC ###

具体的な国際規格案の検討は、
それぞれの分野ごとに設置された
TC（技術委員会）が行う。

TC ###
TC ###

TC ###
国内審議団体

ISO/TC307
Blockchain and 

distributed ledger 

technologies

ISO/TC307国内審議委員会
ブロックチェーン及び分散型台帳技術

事務局＝
国内審議団体（JIPDEC）

事務局＝
ISO/TC307幹事国（AUS）

One of them

国際（International） 国内（Domestic）

One of them

NMC日本代表として
活動に参加

連携・調整（事務局）

必ずしも、TCに対して
国内審議団体が存在
するわけではない



ISO化の背景と国の取り組み

11http://www.meti.go.jp/press/2016/04/20160428003/20160428003-1.pdf
平成２７年度 我が国経済社会の 情報化・サービス化に係る基盤整備 （ブロック
チェーン技術を利⽤したサービスに 関する国内外動向調査） 報告書概要資料



12http://www.meti.go.jp/press/2016/04/20160428003/20160428003-1.pdf

平成２７年度 我が国経済社会の 情報化・サービス化に係る基盤整備 （ブロック
チェーン技術を利⽤したサービスに 関する国内外動向調査） 報告書概要資料
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平成２７年度 我が国経済社会の 情報化・サービス化に係る基盤整備 （ブロック
チェーン技術を利⽤したサービスに 関する国内外動向調査） 報告書概要資料



14http://www.meti.go.jp/press/2016/04/20160428003/20160428003-1.pdf

平成２７年度 我が国経済社会の 情報化・サービス化に係る基盤整備 （ブロック
チェーン技術を利⽤したサービスに 関する国内外動向調査） 報告書概要資料
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平成２７年度 我が国経済社会の 情報化・サービス化に係る基盤整備 （ブロック
チェーン技術を利⽤したサービスに 関する国内外動向調査） 報告書概要資料



ISO/TC307とは
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https://www.iso.org/committee/6266604.html

【名称】
ISO/TC307 Blockchain and distributed ledger technologies

（ブロックチェーンと分散型台帳技術）

【スコープ（標準化の検討範囲）】
Standardisation of blockchain technologies and distributed 

ledger technologies.

（ブロックチェーンと分散型台帳技術の標準化）

【概要】
• ISOの307番目の技術委員会（TC：Technical

Committee）として、2016年9月に設立。
• 日本国内では、同年同月にJIPDECが「国内審議団体」とし
て国内におけるカウンターパート事務局としてJISCより承認。

• 2017年4月に第1回の総会が開催され、同年11月に東京に
て第2回の総会を開催。

https://www.iso.org/committee/6266604.html


ISO/TC307の参加国（2018年5月現在）

1717

https://www.iso.org/committee/6266604.html?view=participation

【幹事国】
Australia (SA)

【Pメンバー：Participating members】 [35]
国際標準規格の開発に積極的に関与することができるメンバーシッ
プ

Australia (SA), Austria (ASI), Belgium (NBN), Brazil 

(ABNT), Canada (SCC), China (SAC), Croatia (HZN), 

Cyprus (CYS), Denmark (DS), Finland (SFS), France 

(AFNOR), Germany (DIN), Hungary (MSZT), India (BIS), 

Ireland (NSAI), Italy (UNI), Jamaica (BSJ), Japan (JISC), 

Kazakhstan (KAZMEMST), Korea, Republic of (KATS), 

Luxembourg (ILNAS), Malaysia (DSM), Netherlands 

(NEN), New Zealand (NZSO), Norway (SN), Portugal 

(IPQ), Russian Federation (GOST R), Singapore (ESG), 

Spain (UNE), Sweden (SIS), Switzerland (SNV), Ukraine 

(DSTU), United Arab Emirates (ESMA), United Kingdom 

(BSI), United States (ANSI)

【Oメンバー：Observing members】 [13]
国際標準規格の開発には関与しないが、検討状況を把握し、検討
途中の文書等の閲覧が可能なメンバーシップ

Argentina (IRAM),Belarus (BELST),Czech Republic 

(UNMZ),Hong Kong (ITCHKSAR),Indonesia (BSN),Iran, 

Islamic Republic of (ISIRI),Israel (SII),Kenya 

(KEBS),Mexico (DGN),Slovakia (UNMS SR),South Africa 

(SABS),Thailand (TISI),Uruguay (UNIT)

※カッコ（）内は各国の代表機関

https://www.iso.org/committee/6266604.html?view=participation


ISO/TC307の内部組織（ Working Group)
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WG 名称 コンビナ メンバ 備考

WG1
•Foundations

(UK)

AUS,AUT,CAN,HRV,DNK,FI

N,FRA,DEU,IND,IRL,ITA,JA

M,JPN,KOR,LUX,MYS,NLD,P

RT,RUS,ESP,SWE,CHE,GB

R,USA, SWIFT,ISO（日本登
録 20名）

旧SG1を吸収（東京)

SG7から
interoperabilityを吸収
（London)

WG2 •Security, privacy and 

identity
FRA

AUS,AUT,CAN,DNK,FRA,DE

U,IND,IRL,ITA,JPN,KOR,LUX

,MYS,NLD,PRT,RUS,ESP,S

WE,CHE,GBR,USA,EC,SWIF

T,ISO（日本登録 14名）

旧SG3とSG4を吸収(東
京）
Security of Digital 

Asset Custodians

を追加（London)

WG3
•Smart contracts and their 

applications
GER

AUS,CAN,CYP,DNK,FRA,DE

U,IND,JPN,KOR,MYS,NLD,R

US,ESP,SWE,CHE,GBR,US

A、SWIFT,ISO（日本登録
13名）

旧SG5を改組

WG4 •Governance (DNK) 次回SG6が格上げ予定

CAG1
Convenors Coordination 

Group
AUS

TC Chair, TC 

Secretary and 

SG/WG Convenors.

第3回ロンドン会議で設置

https://www.iso.org/committee/6266604.html を元に事務局作成

➢ 第2回総会（2017年11月＠東京）にて、いくつかのSGがWGに格上げされ、第3回総会(2018年
5月＠London)にてさらに改組された

➢ ※WG４については、第3回総会で次回総会にてSG6の格上げが計画されている。

https://www.iso.org/committee/6266604.html


ISO/TC307の内部組織（ Study Group)
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SG 名称 コンビナ メンバ 備考

SG2 • Use cases JPN

AUS,AUT,CAN,CHN,DNK,

FIN,FRA,DEU,IND,IRL,ITA

,JPN,KOR,LUX,MYS,NLD,

NOR,PRT,RUS,ESP,CHE,

GBR,USA、EC,FIG,ISO

日本登録 19名

日本がコンビナ獲得

SG6

• Governance of 

blockchain and

distributed ledger 

technology systems

DNK

AUS,AUT,CAN,CYP,DNK,

FRA,DEU,IND,IRL,JPN,KO

R,LUX,MYS,NLD,PRT,RU

S,ESP,SWE,CHE,GBR,US

A,EC,FIG.ISO

日本登録 7名

第3回東京会議で新設、第4

回ロンドン会議で次回、WGへ
の格上げまでSG延長。

SG7

• interoperability issues 

related to 

cryptocurrencies

CAN

AUS,AUT,DNK,FRA,DEU,I

ND,IRL,JPN,KOR,LUX,MY

S,NLD,PRT,RUS,ESP,SW

E,CHE,GBR,USA,EC,

FIG,SWIFT,ISO/TC68

日本登録 8名

第3回東京会議で新設、第4

回ロンドン会議でフォーカス変更
次回まで活動延長

JWG4

• Joint ISO/TC 307 - ISO/IEC 

JTC 1/SC 27 WG: Blockchain 

and distributed ledger 

technologies and IT Security 

techniques

FRA
第4回ロンドン会議で結成
WG2と
JTC1 SC27とのジョイント

※コンビナ（convener）：SGの主査。

https://www.iso.org/committee/6266604.html を元に事務局作成

➢ 第3回総会にて、SG2、6、7については次回総会まで活動継続が決定された

➢ 同総会にて、SG6は次回総会でのWG4への格上げ予定となった。

➢ これら3つのSGの活動期間は次回総会（2018年10月＠モスクワ）まで。

https://www.iso.org/committee/6266604.html


開発中のプロジェクト
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Committee Reference Title Current stage

WG 1

ISO/NP TR 23578 Discovery issues related to interoperability 10.99

Since 2018-06-07

ISO/AWI TS23258 Taxonomy and Ontology 20.00

Since 2018-01-30

ISO/AWI 23257 Reference architecture 20.00

Since 2018-01-30

ISO/AWI 22739 Terminology 20.00

Since 2017-08-28

WG 2

ISO/NP TR 23246 Overview of identity management using blockchain and distributed ledger 

technologies

10.99

Since 2017-11-21

ISO/NP TR 23245 Security risks and vulnerabilities 10.99

Since 2017-11-21

ISO/NP TR 23244 Overview of privacy and personally identifiable information (PII) protection 10.99

Since 2017-11-21

ISO/NP TR 23245 Security of digital asset custodians 10.99

Since 2018-06-07

WG 3

ISO/NP TR23246 Overview of and interactions between smart contracts in blockchain and 

distributed ledger technology systems

10.99

Since 2018-03-21

ISO/AWI TS23259 Legally binding smart contracts 20.00

Since 2018-02-23



投票中の案件
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TC307からのリエゾン
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Reference Title

ISO/IEC JTC 1 Information technology

ISO/IEC JTC 1/SC 7 Software and systems engineering

ISO/IEC JTC 1/SC 17 Cards and security devices for personal identification

ISO/IEC JTC 1/SC 27 IT Security techniques

ISO/IEC JTC 1/SC 32 Data management and interchange

ISO/IEC JTC 1/SC 36 Information technology for learning, education and training

ISO/IEC JTC 1/SC 37 Biometrics

ISO/IEC JTC 1/SC 38 Cloud Computing and Distributed Platforms

ISO/IEC JTC 1/SC 40 IT Service Management and IT Governance

ISO/IEC JTC 1/SC 42 Artificial intelligence

ISO/PC 308 Chain of custody

ISO/TC 46/SC 11 Archives/records management

ISO/TC 68 Financial services

ISO/TC 154 Processes, data elements and documents in commerce,
industry and administration

ISO/TC 184/SC 4 Industrial data

ISO/TC 211 Geographic information/Geomatics

ISO/TC 262 Risk management

ISO/TC 292 Security and resilience

ISO/TC 309 Governance of organizations



TC307へのリエゾン
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Reference Title

ISO/IEC JTC 1 Information technology

ISO/IEC JTC 1/SC 7 Software and systems engineering

ISO/IEC JTC 1/SC 17 Cards and security devices for personal identification

ISO/IEC JTC 1/SC 27 IT Security techniques

ISO/IEC JTC 1/SC 29 Coding of audio, picture, multimedia and hypermedia
information

ISO/IEC JTC 1/SC 32 Data management and interchange

ISO/IEC JTC 1/SC 37 Biometrics

ISO/IEC JTC 1/SC 38 Cloud Computing and Distributed Platforms

ISO/IEC JTC 1/SC 40 IT Service Management and IT Governance

ISO/IEC JTC 1/SC 42 Artificial intelligence

ISO/PC 295 Audit data collection

ISO/PC 308 Chain of custody

ISO/TC 46 Information and documentation

ISO/TC 68 Financial services

ISO/TC 68/SC 2 Financial Services, security

ISO/TC 154 Processes, data elements and documents in
commerce, industry and administration

ISO/TC 211 Geographic information/Geomatics

ISO/TC 215 Health informatics

ISO/TC 262 Risk management

ISO/TC 292 Security and resilience

ISO/TC 309 Governance of organizations



リエゾン組織
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Acronym Title

EC - European Commission European Commission

FIG International Federation of Surveyors

ITU International Telecommunication Union

SWIFT Society for Worldwide Interbank Financial
Telecommunication

UNECE United Nations Economic Commission for Europe



おまけ-略称
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略称 正式名称 日本名

TC Technical Committee 技術委員会

WG Working Group ワーキンググループ（作業部会）

SG Study Group スタディグループ

EC European Commission 欧州委員会

FIG
International Federation of Surveyors

(Fédération Internationale des Géomètres)
世界測量者連盟

ITU International Telecommunication Union 国際通信連合

SWIFT
Society for Worldwide Interbank Financial 

Telecommunication
国際銀行間通信協会

UNECE
United Nations Economic Commission for 

Europe

国際連合欧州経済委員会(ECE:欧州経済
委員会ともいう）
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Thank you.

ISO/TC 307 国内審議団体
事務局

tc307-sec@tower.jipdec.or.jp

一般財団法人日本情報経済社会推進協会

mailto:tc307-sec@tower.jipdec.or.jp

